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ドロドロ・ドボドボ～ガラスの氷
よく晴れた朝のこと、田んぼの溝にはしっ

かり氷が張っている。雪の表面が堅く閉まり

子どもたちが走り回れるほどだ。さすがに大

人はそうは行かず先生たちはゴボゴボと足を

ごぼらせながら子どもたちを追いかけてい

る。 溝に張った氷を走り回って割っていく

子、割れた氷を担ぎ上げ誇らしげにしている

子、溝がうまく越えられずにはまっている子、

どの子も田んぼの雪と水と泥でぐちょぐちょ

になっている。冷たいだろうにみん

な笑顔だ。職員室からよく見えるの

で、仕事をしていた先生はもうすぐ帰ってくる子どもたちのため

に次の準備に入っている。ドロドロ、ドボドボで帰ってきた子ど

もを受け入れ、着替えさせ洗って干すという作業である。帰って

きた子どもたちを笑顔で受け入れ、冬の田んぼでの雪・氷・泥水

とたわむれ、存分に楽しんだであろう子どもたちの思いをそのま

ま受け入れる。「風邪を

ひくやん」「服が汚れる

やろ」「ほんまにもおー」

そんな言葉は一切無い。

そこには子どもたちと

先生たちが共に喜び過

ぎていく時間がある。

我が園において、こう

した情景は今後も残って欲しいと願う。最後に、思いっきり遊ん

で終わりかと思いきや、大量に仕入れてきた氷をそりに乗せ、園

庭で、０～２歳児たちに配っていた。「毎度あり～」「ど

うぞどうぞ」と氷屋さんの即売会で締めくくった。で

もそれを貰った年少児たちは、大きな氷に興味津々。

手に取って眺めたり、のぞき込んだり、透かしたり、

氷を通して友達と向かい合ったりと、それぞれの年齢

に応じた遊びを満喫していた。次々と発想を展開し年

齢に関係なくつながり、最後まで遊び尽くす姿に、普

段の縦割りの成果が現れてきているように思う。子ど

もたちに驚くと共に、とても頼もしく思えた姿だった。
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トレンド

イクメン
園長職を離れて約３年。再び園に来るように

なって登園の様子で変わったことがあると感じ

た。子どもを園まで送ってこられる保護者に男

性の割合が増えたことだ。子育てに参加する男

性が増えたことはおおいに喜ばしいと思う。園

長をしていた頃、子どもを送ってこられた男性

に「大変ですね毎日」と声をかけたところ「い

や、子どもと一緒にいるの楽しいですやん」と

返ってきた。それを楽しむ父親の姿があった。

我が子はかわいい。でも子育てはかわいいだけ

ではいかない。近年社会の様子が変わってきて

男性の育休取得率も上がってきている。男女が

共同の子育ての姿は年々増加しているようだ。

だが、まだまだ女性任せの風潮は優勢だ。今後

さらに男性の参加が増えることを期待したい。

子育て事情
降園バスで

ぐっすり
いつも元気な年長女

児、その日は降園バ

スに乗り「今日寝て

もいい？」。先生が「

どうしたん今日は？」

と聞くと、「今日な、

雪組さんを乗せて引っ張ったから疲れた。」先

生たちによれば、確かに３人の雪組の子ども

をそりに乗せて引っ張ってやっていたらしい。

途中先生が、「そんなにがんばってしんどない

か」と問うと「だいじょうぶおもしろいから。

でも、雪のあるところは楽やけど無いとこは

ちょっとしんどい」（雪が溶けて芝生に水が浮

いた様な状態でまるで水上そりのようでした）

といいながら楽しそうに遊んでやってくれて

いたとのこと。さすがに帰りのバスではお疲

れが出たようでした。でもいい姿ですねえ。

大丈夫かなあ
２歳児を築山の上

まで引き上げよう

と手を貸す年長児、

ちょっと時間はか

かりましたが、何

とか引き上げることが出来た。年長児「なか

なかおもかったわー」。実は下では先生が、２

人とも落ちてきはしまいかと待ち受けてまし

た。でもようがんばった。

笑顔の花満開

園庭から部屋

の中をのぞくと

雪遊びに出かけ

る準備をしてい

る子どもの姿が カメラを向けると気がつい

たのか笑顔に、さらに先生が、「見られちゃっ

た」と着替えさせて貰っているところを見ら

れたと声をかけると満面の笑みに、周囲では

子どもたちが「みられちゃったー」 「みら

れちゃったー」と大はしゃぎだった。

子どもあれこれ

寄り添う 待つ
運動遊びを楽しみ

にしている子は多い。「今日のコーチはだれ？」

リーベのコーチが準備をしているそばから待ち

きれずに遊戯場をのぞき込む子、コーチにしが

みついている子、多くの子が後の運動遊びの時

間に思いを馳せウキウキとしている。いざ始ま

ると自分のお気に入りの遊具の場所に行って笑

顔がはじける。しかし、中には少し距離を取っ

て見ている子もいる。すぐには動き出さない。

そうした子の様子にいち早く気付くのは先生た

ちもコーチも一緒だ。だが、すぐに口出しした

り無理矢理手を引っ張ったりすることはない。

その子の思いが熟するのを待つ。多くの場合そ

の子の目は楽しむ先生やコーチや子どもたちに

向けられている。本当は楽しみたいようだ。た

だ何かが邪魔をしている。先生もコーチも子ど

もたちと一緒になって楽しみながらその子の方

に笑顔のシグナルを送る。「よかったらおいでや」

と。時間内にほぐれた子は心を開いて遊びに興

じる。その時間中に参加できなければ先生たち

はその子の気持ちに寄り添う。時間はかかって

もそんな思いがいつか子どもの心を開く。そう

信じ取り組み続ける。忍耐はいるがやりがいは

ある。

子どもあれこれ
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